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第 41号に引き続き、2月 8日(水)に実施された「歌舞伎鑑賞教室」の感想文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日で学年末考査が終了しました。中学 1 年生としてつけてきた力を発揮できたでしょうか？ 

「鉄は熱いうちに打て」と言われます。さっそく復習に取り組み、できなかったところを見つけ、 

できるようにしておくと良いでしょう。今のうちに苦労をしておくと、後々楽になるものです。 
  

来週の予定 時差登校８：２０までに席に着きましょう  

日にち  予 定 

２月２７日 月 ①～⑥通常授業 避難訓練 

2月２８日 火 ①～⑥通常授業  わくわく自習室 

３月１日 水 ①～⑤通常授業 

３月２日 木 ①～⑤通常授業 ⑥文化発表会準備 

３月３日 金 ①～⑥通常授業 ⓹⑥文化発表会展示見学 

3月 4日 土 ①②文化発表会舞台発表 ③④同鑑賞 【給食なし】  

※3月 6日(月)は振替休業日です。 

歌舞伎鑑賞教室感想文紹介 その二 

私は歌舞伎鑑賞教室を通して、日本の伝統文化である歌舞伎について知ることができ、歌舞伎の良さ

をもっと発信して、伝統文化をつないでいきたいと思った。今回初めて歌舞伎を鑑賞してみて、役者の

迫力ある演技がとても美しく、感動した。また言葉も、現代の言葉とは少し異なるものの、演技や場面

で想像することができ、笑うこともできた。これが、歌舞伎が日本だけでなく海外でも人気がある理由

の一つだと思う。歌舞伎は絶対に、今後も残していかなければならないものだということを、一番最初

に感じた。この体験が無駄にならないように、しっかりとドキュメントにまとめたり、知識をさらに身

につけ、後世やまだ魅力を知らない人たちに伝えていきたいと思う。そして最後に、このような体験の

機会を与えてくださった方々や先生方に感謝を申し上げたい。ありがとうございました。 

（Ｅ組 STさん） 

初めて歌舞伎を観て、とても楽しかった。私は女方の衣装がとても素敵だなと思った。赤を基調とし

た衣装になっていて、女性らしい花の刺繡や帯がとても繊細だった。女方は衣装を着替えるのがとても

大変だろうな、とも思った。舞台のセットも、一つ一つのクオリティーが高くてすごかった。この作品

にかかわった方々がとてもこの作品を大切にしていて、観客により良いものを伝えたいんだろうな、と

思った。歌舞伎などの日本文化がもっとたくさんの人に届いてほしいと思った。 

（Ｃ組 KSさん） 

第５回定期考査を終えて 

川の流れる音や風の音を、太鼓や三味線で表そうという発想がすごいと思った。また、戦闘シーンの

刀を振り下ろす動作や刀と刀がぶつかる時に鳴らす音がとても迫力があり、観ていて本当に戦ってい

るように見えた。ストーリーは、面白かったがやっぱり昔のしゃべり方なので、分からない言葉もあっ

た。しかしイヤホンガイドがあり、とても助かった。出てくる人物たちの関係が複雑なことで、よりス

トーリーが面白くなっていた。他の歌舞伎も見てみたいと思った。    （Ｄ組 KMさん） 


